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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡可撓管の先端部に、前記先端部の軸方向にノズル差込孔が設けられ、前記ノズル
差込孔に挿入されて取付けられるノズルと、
　前記先端部の外周面から前記ノズル差込孔まで貫通するビス穴が形成され、前記ビス穴
に挿通されるビスとを備え、
　前記ノズルは、前記ビスの先端が係合する溝を側面に有し、前記係合により前記先端部
に固定されるとともに、前記ビス穴と前記ビスとの間の空間は、第１の接着剤により充填
され、
　軸方向において、前記ビス穴に隣接する外皮と、前記外皮を固定するための緊縛糸とが
設けられ、
　環状部材が、前記ビス穴および前記緊縛糸を覆うように前記外周面に嵌合され、
　前記第１の接着剤は、前記外周面に嵌合する環状部材によって密閉され、前記環状部材
と前記外皮と前記緊縛糸からなる空間は、第２の接着剤が充填されて密閉されることを特
徴とする内視鏡の可撓管先端部の構造。
【請求項２】
　前記第１の接着剤は、軟性材料で生成され、前記ビス穴から着脱自在であることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡の可撓管先端部の構造。
                                                                                
  



(2) JP 6045228 B2 2016.12.14

10

20

30

40

50

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の可撓管先端部の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡の可撓管先端部において、レンズ等を洗浄するために設けられたノズルを
側面からビス止めし、そのビス穴を接着剤で充填する構造が知られている（特許文献１）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１９７０９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、接着剤は可撓管先端部において露出しているため、薬品にさらされることによ
り劣化して脱落が発生し、体内を傷つける恐れがある。さらに、脱落箇所には汚物が溜ま
りやすく不衛生である。
【０００５】
　そこで本発明は、これらの問題に鑑みてなされたものであり、内視鏡の可撓管先端部に
おいて、固化した接着剤が脱落することを防止する構造を提供することを目的としている
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る内視鏡の可撓管先端部の構造は、内視鏡可撓管の先端部に、先端部の軸方
向にノズル差込孔が設けられ、ノズル差込孔に挿入されて取付けられるノズルと、先端部
の外周面からノズル差込孔まで貫通するビス穴が形成され、ビス穴に挿通されるビスとを
備え、ノズルは、ビスの先端が係合する溝を側面に有し、係合により先端部に固定される
とともに、ビス穴とビスとの間の空間は、接着剤により充填され、接着剤は、外周面に嵌
合する環状部材によって密閉されることを特徴とする。
【０００７】
　また、接着剤は、軟性材料で生成され、ビス穴から着脱自在であることが好ましい。ノ
ズルを取り外してメンテナンスする際、接着剤が軟性であることにより、ビスを容易に取
り外すことが出来るというメリットがある。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、内視鏡の可撓管先端部の接着剤の脱落を防止する構造を提供すること
が出来る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態を適用した内視鏡の全体を表す概略図である。
【図２】図１の可撓管先端部の拡大図である。
【図３】図２のIII－III線における断面図である。
【図４】図３のIV－IV線における断面図である。
【図５】図３のＶ－Ｖ線における断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。図１を参照すると、内視
鏡１０は、体内に挿入される挿入部１１と、内視鏡１０を操作するために使用者によって
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把持される操作部１５と、内視鏡１０をプロセッサ（図示せず）に接続するためのコネク
タ１６を備える。挿入部１１は、可撓性を有する可撓部１２と、可撓部１２の先端に接続
される湾曲部１３と、湾曲部１３の先端に接続された先端部１４とを備える。操作部１５
は、ユニバーサルケーブル１７を介してコネクタ１６に接続される。
【００１１】
　先端部１４において撮影された体内の光学像は、先端部１４に設けられた撮像ユニット
（図示せず）によって電気信号に変換される。電気信号は、ユニバーサルケーブル１７及
びコネクタ１６を介し、プロセッサにおいて画像処理され、画像はオペレータにより観察
される。
【００１２】
　図２を参照し、先端部１４の外観の構造を説明する。先端部１４の最先端の最先端部１
８の外周面には環状部材３２が設けられる。図２は環状部材３２が取り外された状態であ
る。先端部１４は、被観察部へ光を照射する配光レンズ３４と、被観察部を観察する対物
レンズ３６とを有する。オペレータは、モニタ（図示せず）に映し出された被観察部を観
ながら、チャンネル孔４０から出没する処置具（図示せず）を用いて被観察部の処置を行
う。対物レンズ３６の汚れは、配設されるノズル３８から射出された水によって洗浄され
る。チャンネル孔４０付近に設けられたジェット孔４２から射出された水によって被観察
部の洗浄を行うことが出来る。
【００１３】
　以下に詳述するように、ノズル３８は、最先端部１８の外周面に設けられたビス穴４４
に挿通されたビス４６によって、所定の位置に固定される。ビス穴４４は、最先端部１８
の外周面からノズル差込孔５６（図３参照）まで貫通する。ビス穴４４の後端に隣接して
、緊縛糸４８が巻き回される。先端部１４の外周面の外皮４９は、緊縛糸４８と接着剤５
０（図３参照）によって固定される。環状部材３２は、緊縛糸４８及びビス穴４４を覆う
ように、最先端部１８の外周面に嵌合される。
【００１４】
　図３を参照し、ノズル３８周辺の構造を説明する。図３は、環状部材３２が取り付けら
れた状態である。先端部１４には、空気が通る送風管５２と、水が通る送水管５４とが近
接配置される。送風管５２と送水管５４とは先端にそれぞれ射出口を有する。これらの射
出口は接続部５８を介してノズル差込孔５６に連通する。ノズル差込孔５６は、最先端部
１８の先端から送風管５２と送水管５４の先端まで延びる筒状の空間である。
【００１５】
　ノズル３８は、略半球状のノズル頭部６０と筒状の接続基部６２とを有する。ノズル頭
部６０は最先端部１８の前端面から突出しており、ノズル頭部６０の径はノズル差込孔５
６の径よりもやや大きい。つまり、最先端部１８を軸方向から見ると、ノズル差込孔５６
の開口はノズル頭部６０によって塞がれる。ノズル頭部６０の内部には、ノズル頭部６０
の外形に沿うように噴出口６１が設けられる。噴出口６１は、その先端が対物レンズ３６
（図２参照）に向くように形成される。ノズル３８の外壁面６３には溝ｃ、例えば０．２
ｍｍの深さの溝が形成される。また、接続基部６２は、図４に示すように円筒の一部を軸
方向にそって切除して形成され、送風管５２と送水管５４から供給される水や空気がノズ
ル頭部６０に導かれるように構成されている。
【００１６】
　図３を参照すると、接続基部６２は、ノズル差込孔５６に挿入されて外壁面６３がノズ
ル差込孔５６の内壁面に密着される。ノズル差込孔５６の開口部Ｏには、ノズルカラー６
６が設けられる。ノズルカラー６６は、図５に示すように、円板にＤ型の穴を形成して得
られる平板である。接続基部６２は、ノズルカラー６６と最先端部１８とに挟持され、ノ
ズル差込孔５６の軸心に垂直な方向に固定される。ノズルカラー６６とは反対側に位置す
るノズル頭部６０の突出部６８は、最先端部１８の前面に軸方向に係合する。外壁面６３
の溝ｃには、ビス４６の先端が係合される。すなわち、突出部６８が最先端部１８に係合
され、かつ、ビス４６の先端が溝ｃに係合することにより、接続基部６２は軸方向におい
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て固定される。このように、ノズル３８は軸方向および垂直方向において固定される。
【００１７】
　ビス穴４４の内壁面とビス４６とにより区画形成される空間には、軟性材料で生成され
た接着剤７０、例えばシリコン系の接着剤が充填される。接着剤７０により、ビス４６の
抜けが防止される。また、接着剤７０が軟性であることにより、ノズル３８は適宜着脱可
能となる。緊縛糸４８を固定するために設けられた接着剤５０は、硬性の接着剤、例えば
エポキシ系の接着剤である。
【００１８】
　最先端部１８から外皮４９の外周面に渡って、金属製の環状部材３２が嵌合される。環
状部材３２は、接着剤７０および接着剤５０によって固定される。環状部材３２に覆われ
ることにより、最先端部１８の表面と先端部１４の表面とは面一となり、挿入部１１（図
１参照）はスムーズに体内へ挿入される。さらに、環状部材３２によって接着剤７０およ
び接着剤５０は密閉されて露出しないため、劣化することがなく脱落することが防止され
るという効果が得られる。
【符号の説明】
【００１９】
　１８　最先端部（先端部）
　３２　環状部材
　３８　ノズル
　４４　ビス穴
　４６　ビス
　５６　ノズル差込孔
　７０　接着剤
　ｃ　溝

【図１】 【図２】
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【図５】
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